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幼稚園・保育所（園）・小学校の採用試験における
音楽に関する出題傾向
──総合子ども学科 2011 年～2014 年の求人票の経年分析と就職状況──
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Tendencies of Musical Recruitment Examinations
in the Nursery and Elementary Schools :
An analysis of career opportunities and employment through 2011 to 2014
within Childhood Education Department of Konan Women’s University
KINUGAWA Kumiko, YAMASAKI Kazuko and YOSHII Atsuko
Abstract : This research discusses the result of the analysis of the hiring requirements of job offerings and
other accessible recruitment information in Konan Women’s University’s Career Opportunities Office from
2011 to 2014. The foundation of this study is the previous research on“Consideration of Instrumental and
Singing Training Courses of Infant and Elementary School Education : an analysis based on students’ fact
findings from 2006 to 2013”. In this paper, assessments were made on students’ hometowns, fields and
quantities of job opportunities offered and recruiting details including interviews, contents of musical and
other examinations. The foremost purpose of this study was to make the full use of these assessments to im­
prove current instructional methods. The second aim of this paper is to standardize the findings and share
with all instructors within the department for it has been 10 years since this training courses had started. Fi­
nally, we design this study to clarify the areas of possible improvements on current instructional methods by
reassuring what basic musical abilities are needed when teaching in nursery and elementary schools’ class­
rooms.
Key Words : Music Education for children, Playing and singing, Survey
要旨：本研究は，甲南女子大学総合子ども学科に関する論文「保育士，幼稚園・小学校教員養成課程
における『器楽・声楽』の指導」──学生の実態調査による 2006年～2013年の経年分析──を土台
に，2011年～2014年の求人票ならびに就職部就職課の資料の分析から，その実態を論じるものであ
る。
求人数・学生の出身校地域・求人先・就職状況・音楽の試験内容・音楽以外の表現の試験内容・面
接等，入手したデータを分析し，今後の学生の指導に役立てたいということが第一の目的である。第
二の目的は，2016年度に総合子ども学科が発足 10年目を迎えることから，求人や採用試験の具体的
な情報を確認し，指導者間の共通理解を深めることである。
また，保育や教育現場に必要な音楽的基礎能力として，現在何が求められているかを改めてとらえ
直し，現在の指導の改良点を明らかにする。
キーワード：幼児の音楽教育，弾き歌い，実態調査
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Ⅰ は じ め に
2006年度の総合子ども学科発足以来，2008年と
2014年に「器楽・声楽」の授業内容の工夫と変遷，
学生の既知曲，採用試験，就職状況の概要等を分析し
てきた。1回目の研究では，自習力の養成が課題とな
った。以後，やさしく実用性の高い「動きのためのリ
ズム曲集」1）を出版，自習状況を自己確認するチェッ
クシートの改良，またバイエル2）と模範演奏 CD 付き
のブルグミュラー 25番の自習書3）を参考図書として
出版し，初期の頃より学生の実情に即した指導が可能
となった。2回目の研究では，学生の既知曲がテキス
トの掲載総数の 1/3であるという実態と共に，弾き歌
いの能力の伸長とレパートリーの拡大が課題となっ
た。1年間 30回の授業では，初心者のピアノの演奏
力と弾き歌いの力のバランスを取っていくのが非常に
難しい。
本研究では，求人票に見る実態にポイントを絞っ
て，採用試験の音楽に関する 2011年～2014年の出題
傾向を捉えつつ，今後の「器楽・声楽」の指導法を再
考する。
以下，Ⅱ章では，求人数，全国的な求人地域の分布と
学生の出身校地域の対比，また幼稚園・保育所（園）
・認定こども園・小学校・福祉施設・その他の保育施
設の求人の分布を記述する。Ⅲ章では，就職状況の近
年の傾向を述べる。Ⅳ章では，音楽の試験のピアノ実
技・弾き歌いの分析，音楽以外の表現に関する分析，
加えて面接・筆記・他も分析してその内容を述べる。
Ⅴ章では，求人票から得られた実態とその傾向をまと
め，この結果をもとに，Ⅵ章で現在の指導について考
察を行い，改良すべき点を検討する。
前研究の実態調査とはデータのまとめ方が異なり，
各年の変化では述べることができないため，本研究で
は大きく 2年単位で比較検討し，2011年度～2012年
度は前半期，2013年度～2014年度は後半期と記す。
また保育所（園）という記載は，以後保育所と記す。
Ⅱ 求人の傾向
はじめに，求人の傾向として，求人票から 2011年
～2014年の求人数と地域，求人先を分析した。求人
票は資料 1と資料 2に示すように，甲南女子大学就職
部就職課の書式と求人先固有の書式とがある。この 4
年間の求人票を，まず地域と求人先ごとに整理・分別
し集計を行った。地域については，学生の出身校地域
を合わせて検討した。求人先は幼稚園・保育所・認定
こども園・小学校・福祉施設・その他の保育施設の 6
つに分類し，その数や傾向を分析する。前半期につい
ては，認定こども園の求人が少なかったため幼稚園に
含めており，その他の保育施設も同じ理由で福祉施設
に含めている。
1．求人数と地域
1）求人数
総求人数は，図 1・図 2に見るように前半期 1428
件，後半期 2007件で，後半期には 579件増加してい
る。学生数一学年平均約 130名に対しては，どちらも
充分な求人数と言える。府県別の求人数は，大阪府
1507件で 44％，兵庫県 1165件で 34％と全体の 78％
を占めている。これは大学が兵庫県神戸市に立地して
いることから納得できる数値で，地元または通勤圏が
近い人材を採用したいという雇用先の要望が読み取れ
る。これは，大阪府・兵庫県以外の近畿 1府 3県の求
人が 10％足らずであることからも推測できる。10％
強が他府県で，詳細は表 1の通りであった。海外を含
め，北海道から沖縄の 27都道府県に至っているが，
これは系列の園などが各地に広がっているためであ
る。また，保育士不足の社会状況を反映して，求人数
が増加し地域も広がってきていること，卒業生の現場
図 1 前半期の府県別求人数
図 2 後半期の府県別求人数
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での実績が上がって来ていることなども推測される。
2）地域
求人地域に学生の出身校地域を対比させると，表 1
と表 2の通りである。グレー地で示したように，求人
先 34地域に学生の出身校 19地域・56％が重なって
いる。学生の出身校地域は大阪府・兵庫県が圧倒的に
多く 78％，他の近畿圏 1府 3県は 5％，その他の 17
府県は 17％であり，大阪府・兵庫県の求人数と学生
の出身校地域は丁度同じ割合であった。2016年度か
ら総合子ども学科の定員増が決定しているので，地域
の傾向や学生の出身校地域も変化することが予想され
る。
2．求人先
ここでは，求人先別に分析を行う。求人先は，前半
期を図 3のように，幼稚園・保育所・小学校・福祉施
設と分類した。後半期は図 4のように，幼稚園・保育
所・認定こども園・小学校・福祉施設・その他の保育
施設に分類している。福祉施設は，児童養護施設や乳
児院などを含み，その他の保育施設には，児童館・幼
児教室・事業所内保育施設を含めている。また，求人
先は全て私立で，小学校も就職課に求人がある私立の
み分析を行う。次に，求人先数の多い順に述べてい
く。
1）保育所
求人先は圧倒的に保育所が多く，前半期 851件，後
半期 1180件と後半期が非常に多い。特に 2012年度～
2013年度は，急激に求人が増加している。2014年度
はやや減少しているが，保育士が非常に不足している
ことと，大学の知名度が徐々に上がって来ていること
が推測される。今後の変化に注目していきたい。
2）幼稚園
幼稚園は，前半期 471件，後半期 481件とほぼ変わ
らず，毎年大きな変化は無い。表 3と表 4のように大
阪府と兵庫県の国立・公立・私立の幼稚園の数は，少
しずつ減少しているが，本学の幼稚園の求人先は毎年
表 1 求人地域
北海道／新潟
東京・神奈川・茨城・静岡・埼玉
福井・石川・島根・鳥取／愛知・三重
大阪・兵庫・京都・奈良・滋賀・和歌山
岡山・広島／愛媛・香川・高知・徳島
福岡・長崎・佐賀・熊本・鹿児島・大分・宮崎／沖縄
海外日本人学校（上海）
図 3 前半期の求人先の割合
図 4 後半期の求人先の割合
表 3 大阪府の幼稚園数
2011年度 2012年度 2013年度 2014年度
国立 1 1 1 1
公立 349 346 341 334
私立 435 433 432 431
総数 785 780 774 766
表 4 兵庫県の幼稚園数
2011年度 2012年度 2013年度 2014年度
国立 2 2 2 2
公立 475 458 448 445
私立 247 248 248 249
総数 724 708 698 696
表 2 学生の出身校地域
なし
東京
長野／福井・石川・島根
大阪・兵庫・京都・奈良・滋賀・和歌山
山口・岡山・広島／愛媛・香川・高知・徳島
大分・宮崎／沖縄
チェンマイ（タイ）
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200件を超えている。今後，幼稚園の数がどのように
変化していくのか，それによって求人数はどう変化し
ていくのか動向を探っていきたい。
3）認定こども園
前半期は認定こども園を幼稚園に含めたため，はっ
きりとした数字はつかめていない。しかし後半期は
116件あることがわかった。兵庫県の調査では，2015
年度に幼保連携型認定こども園の数が，公立と私立を
合わせて 172園になっている。豊中市では，公立の保
育所と幼稚園が全て認定こども園に移行していること
などから考えて，今後も認定こども園の数が増加して
いくことが予想されるため求人も増えていくものと思
われる。
4）福祉施設
福祉施設は，主に児童養護施設と乳児院である。求
人は全体の割合としては少ないが，前半期 100件，後
半期 182件と，かなり増加傾向にある。人手不足と，
福祉施設での実習の実績が上がってきているためだと
思われる。
5）その他の保育施設
前半期はその他の保育施設を福祉施設に含めたた
め，はっきりとした数字はつかめていない。しかし，
後半期 40件という数字から推測すると，私立の児童
館や幼児教室，事業所内保育施設の数が少ないため求
人も少ないと考える。
6）小学校
小学校は，図 3と図 4に見るように，前半期 6件，
後半期 8件となっている。これは，私立の小学校の求
人数が非常に少ないためである。Ⅲ章で述べるが，本
学の小学校教諭希望者は，ほとんど公立小学校の採用
試験を受けている。そのため，私立の小学校の求人に
応募する学生がほとんどいない。
補足として，2014年度の府県別求人先の分析を行
う。図 5のように，総求人数は 953件で，求人先とし
ては全ての地域で保育所が最も多く 533件であった。
2番目が幼稚園 205，次いで福祉施設 128，認定こど
も園 69という順番になっている。府県別求人先も保
育所の求人数が圧倒的に多く，兵庫県と大阪府に集中
していることがわかった。他の地域でも，保育所の求
人の多さは目立っている。
Ⅲ 就 職 状 況
ここでは，前半期と後半期の就職状況を比較し，分
析を行った。就職部就職課のデータによると，表 5の
ように，全体の就職率については，平均すると 98％
で，就職希望率と就職率を比較すると，本学科の就職
希望者のほとんど全員が就職をしていることが分か
図 5 2014年度 府県別求人先の数（求人数：953件）
※棒グラフは下から順に幼稚園・保育所・認定こども園・小学校・福祉施設・その他の保育施設を示す
表 5 就職課のデータによる卒業生の 2011年度～2014年
度就職率
2011年度 2012年度 2013年度 2014年度
就職希望率 80％ 89％ 86％ 94％
就職率 100％ 97％ 96％ 100％
※就職部就職課のデータを使用
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る。特に，2011年度と 2014年度の 100％の就職率は
驚くべき数字である。また，就職希望率については，
前半期 85％，後半期 90％と 5％の増加が見られ，増
加傾向にあることは，就職に対する意識の向上を感じ
させられる。
就職先の内訳は，幼稚園・保育所・小学校・企業
（一般就職）・その他（就職以外）の 5つに分類されて
いる。Ⅱ章 2節で行った分類の，認定こども園・福祉
施設・その他の保育施設については，就職課の分類に
はないためここでは扱わない。また，保育所の就職先
の中には，企業や病院・福祉施設に保育士として就職
している件数を含んでいる。
まず，図 6と図 7に見るように，全体から見た幼稚
園・保育所・小学校への就職率は，前半期 63％で，
幼稚園 64名・保育所 69名・小学校 24名，後半期 68
％で，幼稚園 76名・保育所 79名・小学校 29名であ
った。資格を活かす形で就職をする学生が増加傾向に
あることは明らかである。求人先の傾向でも分析した
ように，学生の意識の向上と共に，保育士不足による
求人数が増加している状況が，就職先にも反映してい
るとも考えられる。一方で，企業（一般就職）への就
職者も前半期・後半期共に全体の 20％前後であり，
保育・教育現場への就職をしない学生が 1/5いること
は予想外に多かった。資格だけは保有しておきたい，
また，雇用条件等の理由で一般企業を選択する場合も
あるのではないかと思われる。
次に，各就職先の傾向について検討してみる。
1）幼稚園
幼稚園で明らかな変化が見られるのは，2014年度
の就職率である。図 6と図 7から分かるように，2011
年度 30名・2012年度 34名・2013年度 31名と 3年間
は全体の 25％前後で変化はないが，2014年度は 45
名となり，一気に 10％近い上昇が見られた。近年，
保育所を希望する大学生が増加しているという一般的
な風潮がある中，本学においては幼稚園へ就職する学
生が増加している。今後その傾向が強まるかどうか注
目していきたい。
2）保育所
保育所は，2011年度 35名・2012年度 34名・2013
年度は 45名に増加した。しかし，2014年度は 34名
で幼稚園の就職率と逆転している。今後の動向に注目
したい。
3）小学校
小学校は，就職課への求人は全て私立小学校であ
り，ごくわずかである。本学の小学校教諭希望者のほ
とんどが公立小学校を目指し，各自治体が行う教員採
用試験に応募している。公立小学校の就職率は，前半
期，後半期を通じて 10％前後であるが，その合格率
は非常に高い。地域も大学の近隣地域に留まらず，出
身地域や関東方面などへも広がっている。
4）企業（一般就職）
企業への就職は，図 6と図 7に見るように，前半期
48名・後半期 58名である。ほとんどの学生が保育士
などの免許を取得しているにもかかわらず，一般企業
への就職率が全体から見ると高いように思われる。
5）その他（就職以外）
就職以外の卒業生は，2011年度～2013年度は 20名
前後であったが，2014年度には 8名と急減している。
卒業生のほとんどが就職を希望する傾向が強まってい
ると言える。
Ⅳ 採用試験の内容と傾向
採用試験の求人票は，二通りある。資料 1は，本学
の就職部就職課が作成し，大学のホームページからダ
ウンロード出来るようにしている求人票である。資料
2は，求人先から送られてくる求人票をもとに，一般
的であろうと思われる形式を作成し一例として掲載し
ている。分析は，求人票から採用試験の内容のみ切り
取り行った。採用試験の内容と傾向に関しては，最も
図 6 前半期の就職状況
図 7 後半期の就職状況
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新しい情報として，2013年度～2014年度の後半期の
みのデータを分析した。
今回は，採用試験の分類を，表 6のように表現と面
接などと大きく 2つに分けた。表現は，“音楽”と
“その他の表現”に分かれる。表現は非常に幅が広く，
音楽以外に様々なジャンルの表現に分かれている。そ
のため，それらを“その他の表現”として，ひとまと
めにした。
初めに，後半期の表現と面接などの出題数を比べて
みると，表現は 3336件あり，面接などは 3481件あっ
た。面接などが表現を上回った。表現の内容は，ピア
ノ実技・弾き歌い・その他の表現である。面接などは
筆記・面接・他に分類した。表現の中の音楽は 53％，
その他の表現は 47％と，音楽の割合が多いことがわ
かる。面接などでは，面接の割合が一番多い。詳しく
見ていくと，図 8のように 2013年度の表現が全体の
51％，面接などが 49％と割合はほとんど同じだが，
2014年度では割合が逆転し，表現が 47％，面接など
が 53％となり，面接などが表現を少し上回った。こ
れは，表現力とともに人となりを見る傾向が強まって
きていると推測される。今後も，面接などと表現の割
合がどのように変化していくのか注目していきたい。
また，後半期の求人先別に見ていくと，図 9のように
幼稚園と認定こども園は表現の出題が多く，保育所は
ほぼ同じ割合であった。それ以外は面接などの出題が
上回っている。
1．ピアノ実技
音楽の試験において，ピアノ実技の割合は，図 10
に見るように，2013年度 73％，2014年度 67％と，
約 7割を占めている。図 11に見るように，ピアノ実
技試験の割合は，2013年度の幼稚園 97％・保育所 60
％・認定こども園 94％，2014年度の幼稚園 86％・保
育所 55％・認定こども園 78％であった。幼稚園・認
定こども園では，ピアノ実技に重点が置かれているこ
とが分かる。今後の動向を注視する必要があるが，ピ
アノ実技に関しては，全体的にやや減少傾向が見られ表 6 後半期の採用試験項目の分類
表現
3336
音楽
1758
ピアノ実技
1229
課題曲：325
自由曲：769
初見：135
弾き歌い
529
課題曲：89
自由曲：264
初見：53
歌唱：123
その他の表現
1578
保育実習：337
絵本の読み聞かせ：280
お話の創作：70
リズム：215
造形：194
他：482
面接など
3481
筆記：1496
面接：1803
他：182
図 8 面接などと表現の割合
図 9 求人先別の表現と面接などの割合
図 10 ピアノ実技と弾き歌いの割合
図 11 ピアノ実技の割合
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る。なお図 11は，小学校・福祉施設・その他の保育
施設のピアノ実技が 1％に満たなかったため，図から
省いている。ピアノの試験科目は求人票に準じ，表 7
のように課題曲，自由曲，初見の 3つに分類してい
る。以下，件数の多い順に詳細を分析する。
1）自由曲
表 7に見るように，自由曲は課題曲の 2倍を超え
る。自由曲 769件の内訳は，保育所 437・幼稚園 249
・認定こども園 71・その他の保育施設 3・福祉施設 2
・小学校 0であった。特に保育所は，自由曲の比重が
高い。表 8に見るように，試験内容についての具体的
記載は 17件であり，幼稚園 7・保育所 6・認定こども
園 4で，詳細は具体的にはほとんど示されていない。
ピアノ以外の楽器での演奏を認める求人先も見られ
る。
2）課題曲
課題曲 325件の内訳は，保育所 188・幼稚園 124・
認定こども園 10，小学校・福祉施設・その他の保育
施設 1であった。全体の求人数から見れば，幼稚園に
おける課題曲の割合が高いと言える。表 9に見るよう
に，試験内容についての具体的記載は 32件で，幼稚
園 20・保育所 9・認定こども園 3であった。幼稚園
は，バイエルのような基礎的なテクニックからブルグ
ミュラーやソナチネ・ソナタまで，幅広い演奏能力が
求められるようだ。保育所にはバイエル 80番以上の
中からの曲指定が多く，中には当日指定という課題も
あった。認定こども園は曲の明記が少なかったが，ほ
ぼ幼稚園に準ずると思われる。
3）初見
初見 135件の内訳は，幼稚園 71・保育所 54・認定
こども園 10であり，小学校・福祉施設・その他の保
育施設は 0であった。表 10に見るように，試験内容
についての具体的記載は 3件で，幼稚園 2・保育所 1
であった。初見に関してはほとんど内容の明記がな
く，求人票のみでは実情がつかみにくい。例えばここ
での童謡が，弾き歌いの童謡とどのように違うのかな
ど，各求人先の傾向を事前に調査し，個々に対策を立
表 7 ピアノ実技の試験項目別件数
自由曲 課題曲 初見 計
2013年度 410
769
206
325
85
135 1229
2014年度 359 119 50
表 8 自由曲試験内容記載例
幼稚園
保育所
認定こ
ども園
自由曲
得意な曲
簡単な曲
グレード曲
最近練習した曲
自分の練習曲
好きな曲の中から
得意曲（楽譜持込可）
弾ける範囲の曲
自己表現できる曲
養成校のテキスト可
レベル不問
親しんでいる楽器を用いて
他楽器でも可
参考程度
表 9 課題曲試験内容記載例
幼稚園
バイエル 102番
80番～100番のいずれか 1曲
バイエル 100番程度
バイエル程度
バイエル程度を当日指定
バイエル終了以上
ブルグミュラー程度
ブルグミュラー終了程度
ソナチネ Op.36−1
ソナチネの 1楽章
ソナタアルバム 1巻から 1曲選択
ソナチネ程度
ソナチネ以上
ブルグミュラーまたはソナタから
（ペダル付き）
ソナチネ以上が必須条件
教則本
マーチ
園指定のリズム曲集から
各自の能力に応じる
学校の卒業レベル
保育所
バイエル 101番
バイエル 100番又は 104番のどちらかを当日指定
バイエル 80番以上
バイエル 85番以上
バイエル 90番以上
バイエル 83番，95番，100番，101番，104番，106番などの指定曲
バイエル 3曲中当日 1曲指定
バイエルの当日指定
バイエル 90番程度（指定曲）
認定こども園
ソナチネアルバム 1巻又は 2巻より曲を選択（楽章単位可 ※緩徐楽章を除く）
ソナチネ程度
当日指定
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てる必要がある。
2．弾き歌い
弾き歌いの総試験数 528件は，音楽の試験の 30％
である。表 11に見るように，弾き歌いの試験は保育
所 311件が最も多く，幼稚園 183・認定こども園 30・
その他の保育施設 3・小学校 1・福祉施設 0であった。
幼稚園・保育所・認定こども園が試験の 99％以上を
占めていた。図 12に見るように，弾き歌いの割合は
幼稚園 39％・保育所 27％・認定こども園 26％・小学
校 13％・その他の保育施設 9％で，それぞれの弾き
歌いへの要求度が分かる。
表 12に見るように，弾き歌いの試験は課題曲・自
由曲・初見・歌唱の 4つに分かれる。課題曲は求人先
が指定する曲で，複数から 1～2曲を選択させられる。
自由曲は受験者が事前に選んで，伴奏を弾きながら歌
う曲である。初見は当日渡された曲を即座に弾き歌い
する場合と，予見の時間を与えられて弾き歌いする場
合とがある。歌唱は基本アカペラ，つまり伴奏なしで
歌うものである。
弾き歌いの試験は自由曲が 264件と最も多く，歌唱
123・課題曲 89・初見 53の順であった。かつては課
題曲が重視されていたが，近年は課題曲より自由曲が
圧倒的に多く，さらに初見が加わり試験の傾向が変化
して来ている。自由曲は課題曲の約 3倍で，弾き歌い
の試験の半分を占めており，受験者の選曲から個々の
特性を見ようという意図が感じられる。伴奏に頼らな
い声のみの表現力を見る歌唱は全体の 2割強，課題曲
は 2割弱，初見は 1割である。ピアノの経験者が減り
つつある中，初見は音楽的に非常に高い能力が必要な
だけに，今後どのような位置づけになっていくのか注
目すべき点である。
1）自由曲
試験数が最も多い自由曲から具体的に述べる。自由
曲の件数は多い順に保育所 165・幼稚園 89・認定こど
も園 10で，小学校・福祉施設・その他の保育施設は
0であった。表 13に見るように，試験内容について
の具体的な記載は 10件と少なく，保育園所 6・幼稚
園 4であった。
自由曲は，受験者の能力に合わせた選曲で良いので
気持ちが楽ではあるが，保育場面を想定した具体的な
要求に対して，適切な選曲が出来るかを審査されるこ
とが推測される。童謡という記載があるが，具体的に
どのような曲を指しているのかは不明で，童謡運動で
生まれた時代の歌だけではなく，子どもの歌の総称と
して用いられていると思われる。受験の際は，具体的
な情報をつかむ必要がある。保育所には得意な楽器を
持参してもよいという記載があった。ちなみに保育士
試験要項には，ピアノ・ギター・アコーディオンのい
ずれかで演奏すること（楽器の持ち込み可）という一
文がある。ギター・アコーディオンは，子どもと対面
したり，子どもの中に入って弾ける楽器であることが
保育楽器として評価されていることがわかる。表中に
キーボードで園にふさわしい曲という記載があるが，
キーボードも子どもと対面できる楽器として多用され
ていることがうかがわれる。この伴奏楽器の傾向も今
後注目すべき点である。
表 10 初見試験内容記載例
幼稚園
保育所
レベルに応じた初見演奏
童謡
簡単な初見曲
表 11 弾き歌いの試験件数
保育所 幼稚園 認定こども園 その他の保育施設 小学校 福祉施設 計
2013年度 162 92 11 1 0 0 266
2014年度 149 91 19 2 1 0 262
計 311 183 30 3 1 0 528
図 12 弾き歌いの割合
表 12 弾き歌いの試験項目別件数
自由曲 歌唱 課題曲 初見 計
2013年度 123
264
67
123
50
89
26
53 529
2014年度 141 56 39 27
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2）歌唱
2番目に多い歌唱 123件の内訳は，保育所 56・幼稚
園 53・認定こども園 11・その他の保育施設 2・小学
校 1・福祉施設 0であった。表 14に見るように，試
験内容についての具体的記載は 12件で，保育所 5・
幼稚園 2・認定こども園 4・小学校 1であった。
表中の課題から選択・当日指定というのは，複数の
曲の中から自選または他選された曲をアカペラで歌う
ことを求めるものである。また初見で歌うことを求め
る場合もある。特徴的なのはソルフェージュ・コール
ユーブンゲンである。本学科ではソルフェージュ・コ
ールユーブンゲンはテキストを用いていないので，受
験先によっては対策が必要である。また，童謡・歌曲
・歌などがどのような曲を指しているかが不明なの
で，これも受験の際は具体的な情報の収集が必要であ
る。
3）課題曲
課題曲 89件の内訳は，保育所 66・幼稚園 18・認定
こども園 3・その他の保育施設 1で，小学校・福祉施
設は 0であった。表 15に見るように，試験内容の具
体的記載 42件は弾き歌いの中で最も多く，保育所 23
・幼稚園 15・認定こども園 3・その他の保育施設 1で
あった。
具体的な曲名を上げていたのは保育所と幼稚園であ
った。童謡・唱歌・わらべうた・季節の歌・冬の歌・
当日指定など具体的な曲名が書かれていないのは，求
人票の大まかな記載のためである。受験前には具体的
な情報の収集が必要である。課題曲であっても伴奏が
原曲でなければならないという指定はなく，アレンジ
や簡易楽譜でも良いとされている。当日指定は複数の
課題曲から 2曲を選んで歌う場合と，決められた 1曲
を歌う場合がある。特徴的なのは，課題曲にもソルフ
ェージュ・コンコーネがあることである。また移調
は，経験がないとできない能力なので，少なくとも実
用できる範囲で移調の力をつけておく必要がある。園
のホームページより課題楽譜をダウンロードという記
載も，情報ツールの発展に伴う新しい傾向である。
4）初見
初見 53件の内訳は，保育所 24・幼稚園 23・認定こ
ども園 6，小学校・福祉施設・その他の保育施設は 0
であった。表 16見るように，試験内容の具体的記載
11件は，幼稚園 5・保育所 4・認定こども園 2であっ
た。
初見の曲はよく知られている難易度のやさしい曲で
あろうと予想されるが，演奏力があってもなかなか難
しい。ソルフェージュ・コンコーネも知っている曲で
はないので，かなりの経験が必要である。伴奏のみと
いう記載があるが，弾き歌いをする・アカペラでメロ
ディーだけを歌うなど，初見は 3通りの試験が考えら
れる。練習時間ありという記載があるが，予見だけで
練習時間がない場合もある。初見の試験数は弾き歌い
いのわずか 1割ではあるが，高い音楽能力を要するだ
けに，受験前には事前調査や対策が必要であり，今後
どのような位置づけになっていくのか注目していくべ
表 13 自由曲の試験内容記載例
幼稚園
保育所
保育の表現にふさわしい曲
5歳児対象の曲
年長クラスで歌うとよい曲
キーボードで園にふさわし
い曲
絵かき歌
童謡
歌
好きなこどもの歌・
好きな曲から 2曲
自分に合った曲
得意な楽器持参可能
表 15 課題曲の試験内容記載例
幼稚園
保育所
認定こども園
その他の保育施設
さんぽ・アイアイ・いぬのおまわりさん・おんまはみんな・お化けなん
てないさ・おもちゃのチャチャチャ・バスごっこ・とんぼのめがね・お
つかいありさん・ふしぎなポケット・世界中のこどもたちが・おべんと
うのうた・ゆうなの木の下で・肩車・虫の声・雪・どんぐりころころ
※アレンジ可・楽譜持ち込み可・2曲から 1曲指定・5歳児対象の 1曲
選択・園 HP よりダウンロードなどの記載あり
童謡
唱歌
わらべうた
季節の歌
冬の曲
当日指定
ソルフェージュ
移調
表 14 歌唱の試験内容記載例
幼稚園
保育所
認定
こども園
小学校
0～2歳児対象のわらべ
うたまたは童謡
童謡・得意な童謡
わらべうた
歌曲・歌
得意な曲
課題から選択
当日指定
初見
ソルフェージュ
コールユーブンゲン
表 16 初見の試験内容記載例
幼稚園
保育所
認定こども園
童謡
園指定の童謡
季節の童謡
わらべうた
保育の表現にふさわしい曲
伴奏のみ
ソルフェージュ
コンコーネ
練習時間あり
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き点である。
3．その他の表現
次に，表現の中のその他の表現に焦点を当てて分析
してみる。その他の表現の試験総数は 1578件で，多
い順に保育所 927・幼稚園 474・認定こども園 104・
福祉施設 47・その他の保育施設 19・小学校 8であっ
た。その他の表現と音楽の割合は，図 13のように
2013年度はその他の表現が 47％で，2014年度は 48
％であった。その他の表現がやや少ないが，音楽とほ
ぼ同数と言える。また，図 14のように，その他の表
現が多いのは，小学校・福祉施設・その他の保育施設
であった。その他の表現が少ないのは，幼稚園と認定
こども園であった。保育所は，ほぼ同数であった。小
学校などは，音楽にはない表現の資質を多く求められ
ていると考えられる。逆に，幼稚園や認定こども園で
は，音楽が重要視されている。保育所は，両方のバラ
ンスがとれていることが要求されているのではないか
と思われる。
次に，試験の内容はどのようなものがあるのか，調
べてみた。試験内容は様々だったので，表 17のよう
に分類した。件数の多い順に，具体的に述べる。この
分類は，今回は 6種類に分類したが，試験の内容が多
岐に渡り，分類しにくいものもあった。
1）他
試験総数は 482件と 1番多く，その内訳は保育所
306・幼稚園 113・認定こども園 36・福祉施設 15・そ
の他の保育施設 7・小学校 3である。試験内容の具体
的記載は 348件あり，表 18に見るように内容は様々
であった。上から数の多い順に明記している。1番多
いのがグループディスカッションで 73件，保育所の
記載が 53件あった。一般企業の採用試験でも多く用
いられている内容だが，コミュニケーション力・リー
ダーシップ・協調性・論理性などを見る上では有効な
試験方法であるため，その方法が用いられていると考
えられる。2番目に多いのが実技 71件で，保育所の
記載が 40件と非常に多い。3番目は体育で 70件，そ
の内幼稚園の記載が 39件で最も多かった。体育には，
運動・体操・運動機能などと書かれているものを全て
含めた。幼稚園は，体育に力を入れている園も多いの
で，その影響もあると考えられる。他に，特技 20・
話し方 19・リズム運動 15・自己アピール 14・表現 12
と上位を占めていた。上位の特技や話し方なども，人
材を選ぶ重要なポイントになると思われる。特徴的な
のは，包丁実技が 4件あったことだ。保育や教育現場
では，年長クラスになると子ども達に包丁を使わせる
ところもあるので，うなづける項目である。試験の種
類は多いが，いずれの項目も保育士や幼稚園教諭，小
学校教諭になるために求められる資質だと解釈でき
る。実技という試験内容に関しては内容が全くわから
ないので，今後の調査ではっきり把握していきたい。
2）保育実習
試験総数は 337件で，保育所が 204と最も多く，幼
稚園 86・認定こども園 15・福祉施設 28・小学校とそ
の他の保育施設は 2である。具体的な記載は少なく
47件であり，それ以外は保育実習と記載されていた。
表 19に見るように，1番多いのが 1日実習と設定保
育で，それぞれ 12件あった。1日実習の保育所の記
載は 10件あり，設定保育の幼稚園の記載は 10件あっ
た。また，2日間実習するところや，年齢を定めて保
育をするところもある。実際に保育実習をすることに
より，きちんと子ども達とかかわることが出来るのか図 14 求人先別 その他の表現と音楽の割合
図 13 その他の表現と音楽の割合
表 17 その他の表現の試験項目別件数
他 保育実習 絵本の読み聞かせ リズム 造形 お話の創作 計
2013年度 304
482
181
337
121
280
102
215
112
194
39
70 1578
2014年度 178 156 159 113 82 31
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を判断し，より具体的に保育の力を見極めることがで
きると推測される。保育や教育現場にとっては，一番
有効な試験内容でないかと思われる。
3）絵本の読み聞かせ
試験総数は 280件で，内訳は保育所 184・幼稚園 78
・認定こども園 16・その他の保育施設 2・福祉施設と
小学校は 0であった。具体的な記載は 42件あり，表
20に見るように，1番多いのが 3歳児対象で 11件あ
った。2番目の 4～5歳児対象も 7件あり，どちらも
保育所の記載であった。年齢設定を課し，当日指定や
園指定の絵本に限定しているところも全体で 9件あ
る。年齢に応じた絵本を選ぶ裁量も試されるのであ
る。また，試験の時期である秋をテーマにしたところ
もあり，現場では季節感を大事にしていることがうか
がえる。
4）リズム
試験総数は 215件あり，手遊びや身体表現などを分
類上リズムに含めた。1番多いのが幼稚園 112件で，
保育所 83・認定こども園 15・福祉施設 1・小学校と
その他の保育施設 0であった。具体的な記載は 85件
あった。表 21に見るように，1番多いのはリズム 50
件で，2番目はリトミック 12件であった。リズム教
育に力を入れているということが推測される。リズム
表現・音楽リズム・リズム打ち・リズム遊び・リズム
合奏などは，どういう違いがあるのか不明であるの
で，受験の際には調べる必要がある。他には，手遊び
やダンスが記載されていた。
5）造形
試験総数は 194件で，内訳は保育所 111・幼稚園 64
・認定こども園 13・福祉施設とその他の保育施設 1・
小学校 0であった。具体的な記載は 39件あった。表
表 18 他の試験内容記載例
幼稚園
保育所
認定こども園
小学校
福祉施設
その他の保育施設
小学校
グループディスカッション
実技
体育（運動・体操・運動機能を含む）
特技
話し方
リズム運動
自己アピール
表現
ラジオ体操
数的
体力測定
縄跳び
運動能力テスト
音楽
言語
楽器の扱い
親しんでいる楽器
包丁実技
一芸（保育関係以外も可）
指導案作成
日案作成
ロールプレイ
表現で得意なもの
得意分野で 10分程度
当日指定
グループ活動（表現）
専門
行事を導入した活動
簡単なゲーム
お便り作成
特に器械体操が得意な人
背筋と腹筋とスキップ
表 19 保育実習の試験内容記載例
幼稚園
保育所
認定こども園
小学校
福祉施設
その他の保育施設
1日実習
設定保育
模擬保育
模擬授業
半日実習
2日間
20分の設定保育
30分位
1時間程度
子どもと遊ぶ
戸外遊び
保育補助
保育指導
4歳児対象の設定保育
4歳児対象（2日間）
3～5歳児対象で 10分程度
部分指導案を書き 20分のクラス活動
保育カリキュラム作成
ピアノを用いて 40分の設定保育で要指導案
保育実習
表 20 絵本の読み聞かせの試験内容記載例
幼稚園
保育所
認定こども園
その他の保育施設
3歳児対象
4～5歳児対象
当日指定
園指定の絵本
絵本を持参
5歳児対象
4歳児対象
3歳児対象
0～2歳児対象
3～5歳児で秋がテーマ
3歳児 10月の設定で
絵本を持参または園の教材から選択
当日絵本を選択
自由選択
紙芝居
簡単な童話
表 21 リズムの試験内容記載例
幼稚園
保育所
認定こども園
福祉施設
リズム
リトミック
ダンス
手遊び
3歳児対象の手遊び
リズム表現
音楽リズム
リズム打ち
リズム遊び
リズム合奏
ダンス 5分
（好きな CD や iPod やデッキを持参）
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22に見るように，1番多いのは絵画で 13件，2番目
はデッサンで 9件あった。テーマを提示しているとこ
ろや，壁面製作と具体的に書かれているところもあっ
た。また，秋をテーマにしているところもあり，季節
感を重要視しているようだ。特徴的なのは，はさみ使
いである。近年，学生の中には，はさみ使いやカッタ
ー使いが苦手な者もおり，採用試験の内容に盛り込ま
れているのはうなづける。
6）お話の創作
試験総数は 70件で，保育所が 1番多く 38・幼稚園
21・認定こども園 9・福祉施設やその他の保育施設と
小学校は 0であった。具体的な記載は 22件あった。
表 23に見るように，1番多いのが素話で 8件であっ
た。素話は道具を使用しないので，お話をする力量が
非常に試されるが，保育や教育現場では必須条件であ
る。他には，エプロンシアター・パペット・ペープサ
ートなどがあり，それらを用いてお話を作るように指
示されている。また，テーマを与えられる場合もあ
る。エプロンシアターとは，エプロンにフェルトで作
った登場人物や動物を貼ったり外したりしてお話を進
めていくものであり，エプロンのポケットも有効活用
できる。パペットは，グローブ人形とほとんど同じだ
が，口のところが手で動くように作られたものであ
る。ペープサートは，登場人物や動物などを画用紙な
どに描き，段ボールなどに張りつけ棒をつけて，物語
を進行するものである。いずれも，子ども達が喜ぶ表
現方法である。絵本の読み聞かせとお話の創作の項目
の両方に紙芝居が入っているが，ここでは創作した紙
芝居を読むものと思われる。
4．面接など
面接などは，図 8に示したように採用試験の半分以
上を占めていた。表現とともに審査の 2大柱であり，
保育士または幼稚園教諭としての意識の高さ，知識や
思考力，そして社会人としての常識や人間性を試され
る場である。
表 24に見るように，この領域の試験総数 3481件
は，面接が 1803件と最も多く，筆記は 1496・他は
182であった。求人総数 2007件と比較すると，これ
ら 1～3種の試験が行われていることが推測される。
しかし個別に見ると，筆記試験がない所が 511件・面
接試験がない所が 194件で，10～25％は筆記・面接
の試験がない所もあることが分かる。他の試験は 9％
しか行われていない。以下，試験件数の多い順にその
内容を述べていく。
1）面接
面接試験総数 1803件の内訳は，保育所 1062件が最
も多く，幼稚園 450・福祉施設 153・認定こども園
104・その他の保育施設 27・小学校 7であった。この
うち具体的な面接内容の記載は 11件で，幼稚園 5・
保育所 2・福祉施設 2・認定こども園 1・小学校 1で
あった。
面接形式は表 25に見るように，個人に深く焦点を
当てる個人面接（口頭試問と同義）と 5～6名が同時
に受ける集団面接に分かれる。面接が 2回行われる場
合は，1次面接が集団で 2次面接は個人の場合が多
い。最終面接も同様である。面接が個人または集団の
どちらか 1回の場合もある。具体的な記載の中で特徴
的なのは対話面接である。最近は個人面接と集団面接
にグループディスカッションを加え，面接の 3スタイ
ルと言われている。今回の調査では，面接のジャンル
にグループディスカッションという記載はなかった
が，Ⅳ-3．その他の表現の“他”に 73件含まれてい
た。対話面接は，集団面接同様に，見知らぬ者同士 5
～6名で行われる対話の中に，柔軟な対話能力・思考
力・個人の特性を審査するグループディスカッション
に似たものだと思われる。もう一つ特徴的なのは，先
生になってみる劇である。面接や試問では見ることが
できない，アクティブなコミュニケーション力や表現
表 22 造形の試験内容記載例
幼稚園
保育所
認定こども園
福祉施設
その他の保育
施設
絵画
デッサン
折り紙
イラスト作成
はさみ使いな
ど
絵本
図工
造形
壁面製作
簡単な製作で当日指定
園指定
テーマの提示あり
秋の野山を八つ切り画用紙
に 20分で描く
（サインペン・クレヨン・
色鉛筆持参）
表 23 お話の創作の試験内容記載例
幼稚園
保育所
認定こども園
素話
エプロンシアター
パペット
ペープサート
紙芝居
与えられたテーマでペ
ープサート
自由選択
表 24 面接・筆記・他の試験件数
面接 筆記 他 計
2013年度 945 736 60 1741
2014年度 858 760 122 1740
計 1803 1496 182 3481
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力を求めている事が感じられる。面接の情報は極めて
少ないが，おおよそ以上のような 3つの形式の面接が
行われていると推察される。しかし事前に受験先の情
報をつかむことは重要である。
2）筆記
総試験数 1496件の内訳は，保育所 825・幼稚園 388
・福祉施設 153・認定こども園 95・その他の保育施設
30・小学校 5であった。具体的な筆記内容の記載 22
件は，保育所 11・幼稚園 6・福祉施設 3・認定こども
園 2であった。
表 26に見るように，試験内容を大きく分けると専
門・論述・一般常識・国語や算数の力の 4つに大別で
きるが，特徴的なのは英語・語学である。これは，海
外（特に上海）の求人や英語教育に力を入れている所
の求人が含まれるためである。簡単なアンケートも特
徴的で，受験先でどのような試験が行われるのか事前
の調査が必要である。
3）他
総試験数 182件の内訳は，多い順に保育所 127・福
祉施設 25・幼稚園 15・認定こども園 9・その他の保
育施設 4・小学校 2であった。具体的な記載内容の記
載は 4件のみで，幼稚園 3・保育所 1であった。表 27
に見る個人特性分析は，産業心理学・行動科学・統計
学を使って，性格・潜在能力・モチベーションを明ら
かにするものである。クレペリン検査は，性格検査・
職業適性検査の一種である。性格診断テストはこの 2
つの検査にも含まれている。このようなテスト結果か
ら，音楽・その他の表現・筆記・面接で測れない面を
緻密に把握したいという慎重な姿勢が感じられる。情
報も非常に少ないので，受験先でどのような試験が行
われているのか調査が必要である。
Ⅴ ま と め
Ⅱ章・Ⅲ章・Ⅳ章で分析した結果をここにまとめ
る。Ⅳ章では，資料 3に見るように，2014年度の卒
業生に向けて採用試験の内容に関するアンケート（学
生数 145名中有効回答 103件）を採ったことがあるの
で，その結果を表 28～表 31に示し，比較しながら論
を進める。複数回答可で，分析方法も異なるため数値
に難があり，詳細は不明な点も多いが，試験の具体的
な曲目が上がっているので，今後の調査の参考のため
に，あえて比較検討してみた。
1．求人の傾向
1）求人数と地域
求人数は学生数一学年平均約 130名に対し，前半期
1428件・後半期 2007件と十分な数であった。このよ
うな求人数の増加を今後も期待したい。
求人地域は大阪府 1507件で 44％・兵庫県 1165件
で 34％，両方合わせて 78％，学生の出身高校地域は
大阪府と兵庫県の両方を合わせて 78％と，割合が全
く同じであった。このことから，雇用先も学生も通勤
圏内を意識して大学や勤務先を選択していることが読
み取れた。同時に大阪府と兵庫県の求人情報について
は特に詳細なデータ収集が必要であることを痛感させ
られた。今後は，求人地域・学生の出身校地域・学生
の就職地域の 3つを関連的に把握しておくことは，ま
すます重要となると思われる。
2）求人先
求人先が前半期・後半期ともに多いのは保育所で，
特に後半期は 1180件と非常に多かった。2番目が幼
稚園，3番目が福祉施設となっている。保育所の求人
が多いのは，保育所が毎年増加し保育士不足が起こっ
ているためと思われる。幼稚園の求人は安定してお
り，大きな変化は無かった。福祉施設は主に児童養護
施設と乳児院だが，年々求人が増加しており人手不足
であると想像できる。認定こども園の数も毎年増えて
おり，それに伴って求人も少しずつ増加している。ま
た，小学校の求人は私立のため非常に少ない。全体の
求人数は，年々増加傾向にあり，総合子ども学科設立
10年を迎え，学科の認知度が少しずつ上がってきて
表 25 面接試験内容の記載例
幼稚園
保育所
福祉施設
認定こども園
小学校
口頭試問
個人面接と集団面接の両方
1次面接と 2次面接
最終面接
対話面接
先生になって
みる劇
表 26 筆記試験内容の記載例
幼稚園
保育所
福祉施設
認定こども園
専門
日案作成
幼い頃楽しかったこと
私が目指す保育士像
最近読んだ本の感想
保育実習で楽しかった
こと 800字
志望動機 100字
テーマ自由で 600字
簡単な常識
簡単なアンケート
国語・国語力試験
・漢字・読み書き
算数・数学
数学と理科に関す
る基礎知識
英語・語学
ペーパーテスト
表 27 他の試験内容の記載例
幼稚園
保育所
個人特性分析
性格診断テスト
クレペリン検査
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いると思われる。
2．就職状況
前半期・後半期ともに就職率は 98％で，本学科の
就職希望者のほぼ全員が就職をしている。また，就職
希望率については，前半期が 85％，後半期が 90％と
5％の増加が見られ，学生の職業意識の高まりが感じ
られる。就職先は，幼稚園・保育所・小学校・企業
（一般就職）・その他（就職以外）の 5つである。幼稚
園・保育所・小学校への就職率は，前半期が 63％，
後半期が 68％で，特に 2014年度の幼稚園への就職者
が急増している。また，私立小学校への就職者はほと
んど皆無なのに対し，公立小学校への就職率は平均し
て 10％前後あり，注目すべき点である。企業（一般
就職）の就職率も平均的に 20％前後である。保育・
教育機関の就職率の高さは，子育て支援や，資格を活
かして社会へ貢献したいという学生の意識の高まりが
感じられる。今後も期待し，我々教員も応援していき
たい。
3．表現の試験内容と傾向
採用試験は，Ⅳ章の表 6に見るように表現と面接な
どの 2領域で行われ，ほぼ同じ割合で重要視されてい
る。表現は音楽とその他の表現の 2領域で行われ，音
楽が 53％とやや多いがほぼ同等であった。さらに音
楽はピアノ実技と弾き歌いの 2領域で行われるが，ピ
アノが 70％と重点が置かれていることが分かった。
1）ピアノ実技
ピアノ実技は，音楽の試験の約 70％で，自由曲の
割合が予想外に多かった。自由曲については具体的な
明記がほとんどないが，保育所の中には他楽器での演
奏も認めるなど，個々の特性を活かせる傾向に変わっ
てきていると思われる。課題曲に関しては，バイエル
・ブルグミュラー・ソナチネ・ソナタのいずれかを挙
げており，幼稚園においてはこのような教則本が比較
的重視されている。また，保育所でもバイエルを指定
している求人先も多く，バイエル 80番以上，あるい
は 90番以上を採用試験までに学習する必要がある。
ピアノ実技は全体的に若干の減少傾向が見られるもの
の，幼稚園・認定こども園においてはほぼ全てでピア
ノの能力を必要とされている。しかし，求人票では
「得意な曲」「教則本」「初見」など分かりにくい表現
が多く，求人先の意図がつかめていないのが現状であ
る。
求人票に見るピアノ実技の情報量は約 5％と極端に
少ないため，資料 3のアンケートからの具体的な曲目
が参考になる。表 28に見るように，特に課題曲と初
見にはこどもの歌が意外にも多く指定されていた。ピ
アノの試験でありながらこどもの歌を多用している実
態は，今後のアンケート調査で明らかにしていきた
い。
2）弾き歌い
弾き歌いの試験は音楽の 30％と少ない。自由曲・
歌唱・課題曲・初見の 4種の試験の中で，自由曲が半
分を占めていた。自由曲は自分の力に合った選曲がで
きるが，保育現場を想定した適切な選曲と弾き歌いが
できるかを審査されること，また得意楽器持参可能・
好きな歌・自分に合った曲など自由度が高い分，主体
性を試されることなどが分かった。ソルフェージュ・
コールユ－ブンゲン・コンコーネ・初見・移調など，
本学科の授業で手薄な分野の情報を得ることができ
た。ただ，求人票からの情報量はわずか 20％と少な
く，具体的な曲目は 17曲あがっていたが，後は概要
的な記載であった。表 29のアンケートの出題例には
59曲の定番曲が並んでおり，グレー地で示したよう
に，本学科で用いているテキストにはない曲が 9曲あ
ることが分かった。
3）その他の表現
その他の表現の件数は，保育所が一番多く，次いで
幼稚園，認定こども園の順であった。最も件数が多い
のが“他”である。内容は，様々なジャンルのものが
あり分類が困難だった。その中でも体育やグループデ
表 28 2014年度生卒業生アンケート 採用試験のピアノ実技出題例
ピ
ア
ノ
実
技
40
自由曲 22
ブルグミュラー 2・12・25・ブルグミュラー暗譜曲・ソナチネⅠ1−1・1−3・4・7−3・9
・14・15・ソナチネⅡ5−1・ソナチネ暗譜曲・自分のレベルの教則本・行進曲・五月に
・栄光の架け橋・J.Pop・大きな古時計・犬のおまわりさん・にじ
初見 17
ありさんのお話・いつも何度でも・犬のおまわりさん・かもつ列車・きらきら星・クラ
リネットをこわしちゃった・こぎつね・さっちゃん・どんぐりころころ・とんぼのめが
ね・バスごっこ・虫の声・山の音楽家
課題曲 11
バイエル 80・88・ブルグミュラー 25・赤いやねの家・犬のおまわりさん・こいのぼり
・こぎつね・ぞうさん・どんぐりころころ・山の音楽家
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ィスカッションが多かったが，実技という内容の実態
がわからないものもあった。しかし，どの試験内容
も，保育や教育現場に就職する学生にとって，必要不
可欠な資質であると思われる。また，表 30の卒業生
のアンケートでは，音楽が 101・その他の表現 123
と，割合は今回の調査の結果と少し異なるが，音楽と
同様にその他の表現が重要視されていることがわかっ
た。さらに，アンケートでも“他”が一番多く，保育
実習が少ない。この実態は，今後のアンケート調査に
よって確認していきたい。
4．面接など
面接試験は 90％の実施率で，集団面接・個人面接
・対話面接のいずれかが行われている。筆記試験は
75％，その他は 9％の実施率であった。表 31に見る
ように，卒業生のアンケートでは，筆記と面接の順位
が今回の分析結果と反対で，筆記試験数が面接試験の
約 2倍であった。求人票からの情報量がわずか 1％で
あったのに対し，アンケートの情報量は求人票の 5倍
もあった。特に筆記試験 119件は，小論文・専門分野
・一般常識の 3つにはっきり分けて把握できており，
この状況が現在どのように変化しているのか，再度調
査をして行きたい。
Ⅵ 考 察
本研究は，2016年度に総合子ども学科が発足 10年
目を迎えるに当たり，求人票から得られる現状把握を
して，今後の指導の手がかりを得るために行った。求
人票からは求人数・求人先の充分な数とその増加傾向
が把握できた。就職率も平均 98％と非常に高く，今
後しばらくは安定しているだろうと思われる。また，
採用試験の概要を掴むことができ，試験項目の分類が
明確になったので，これから学生へのアドバイスや指
導に役立てていきたい。ただ，試験内容についての詳
しい情報は 16％と少なかったので，採用試験の内容
と傾向をつかむには，採用試験を受けた学生からの情
報収集が必要であることを再確認した。
これまで，器楽・声楽の授業のより良い指導方法を
求めて，教員間で毎年のように改良を重ね工夫をして
表 29 2014年度卒業生アンケート 採用試験の弾き歌い出題例
弾
き
歌
い
61
課題曲 18
あめふりくまのこ・犬のおまわりさん・大きなたいこ・おぼろ月夜・おもちゃのチャ
チャチャ・きらきら星・さんぽ・世界中のこどもたちが・ちゅうりっぷ・どんぐりこ
ろころ・とんぼのめがね・七つの子・ふしぎなポケット・めだかの学校・森のくまさ
ん・山の音楽家・年長が秋に歌う曲
自由曲 15
犬のおまわりさん・大きな栗の木下で・こぶたぬきつねこ・さんぽ・世界中のこども
たちが・そらでえんそくしてみたい・夕焼け小焼け・そうだったらいいのにな・たき
び・ドレミの歌・にじ・まっかな秋・まつぼっくり
初見 11
お花がわらった・かわいいかくれんぼ・きらきら星・こぎつね・ぞうさん・小さい秋
見つけた・どんぐりころころ・とんぼのめがね・ふしぎな月夜の音楽会・まつぼっく
り・もんしろちょう・やきいもグーチーパー・初見
歌唱 17 ソルフェージュ・歌唱指導
表 30 2014年度卒業生アンケート 採用試験のその他の表現出題例
そ
の
他
の
表
現
123
保育実習 9
絵本の読み聞かせ 4
お話の創作 3 素話・ペープサート・パネルシアター
リズム 4 手遊び・リズム遊び・ムーブメント・創作ダンス・ダンス
造形 19 絵画・制作・ポスター制作
他 84
特技披露・一発芸・自己 PR・水泳・ラジオ体操・縄跳び・リコーダー
昼寝の対応・電話の対応・エントリーシート
表 31 2014年度卒業生アンケート
採用試験の面接など出題例
面
接
な
ど
188
筆記 119
小論文 41
専門分野 33
一般常識 40
面接 67
集団討議 1
個人面接・集団面接 66
他 2
適性検査 1
非言語テスト 1
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来ている。学生の子どもの歌の既知曲が，本学科使用
のテキスト掲載曲数の 1/3と非常に少ない実情の中
で，また 1年の授業回数 30回という限られた条件の
中で，如何にして実用に叶う弾き歌い能力を養成する
ことができるかは難しい問題で，今なお大きな課題で
ある。2015年度後期の「器楽・声楽 1」のスタート地
点から，弾き歌いに取り組む体制に切り替えたことは
適切であると言える。これまでは，採用試験を最終目
標にして，ピアノ曲の演奏能力の伸長に焦点を当てが
ちであった。しかし 2年生から早速始まる保育実習や
3年生の幼稚園実習，さらに就職後の保育・教育現場
で求められるのは，ピアノ曲の演奏力ではなく弾き歌
いの力である。本研究で用いた 2014年のアンケート
結果には，採用試験のピアノ実技にさえ，歌の課題が
58％（40曲中 23曲）もあるという意外なデータがあ
った。確かに，子どもの歌の伴奏部分だけを弾かせる
試験はあっても不思議ではない。求人票におけるピア
ノ実技の試験数は弾き歌いの 2倍で，現場ではピアノ
曲の演奏力が求められているように思える。しかし，
アンケートに見る差はわずか 10件で大差がなかった。
今後のアンケート調査で確かめる必要はあるが，弾き
歌いの重要性を感じさせられた。
弾き歌いはほとんどの学生が初めての体験なので，
ピアノの経験度に関係なく非常に難しい。苦手意識を
つのらせる弾き歌いの初歩的な問題点として，以下の
10点が考えられる。
①楽器を弾きながら歌うという同時動作
②原曲は伴奏が難しく弾ける曲が少ない
③楽譜通り弾くには簡易伴奏譜が必要
④簡易伴奏でも弾きこなせない
⑤コードを理解し，応用する
⑥よく使う調のコードで手の配置をマスターする
⑦要領の良い自習法
⑧止まらずに弾く
⑨レパートリーの数を増やす
⑩子どもを意識して鍵盤から目を離す
本学科の定員増加も決まっており，我々指導者の的
を得た効率の良い指導の必要性が迫られている。その
ためにも，採用試験を受けた学生からの採用試験内容
の情報と傾向把握，既知曲その他の学生の実態調査な
ど，新しい情報を収集し分析することが急務である。
このような現状をしっかり把握した上で，学生の弾き
歌いの力の伸長を目指して，更なる工夫を重ねていき
たい。
本研究は 3人の共同研究であり，執筆は分担で行った。
文責は，Ⅱ-2・Ⅳ-3・Ⅴ-1-2）-3-3）は衣川，Ⅰ・Ⅱ-1-1）-
2）・Ⅳ-2-4・Ⅴ-1-1）-3-2）-4は山崎，Ⅲ・Ⅳ-1・Ⅴ-2-3-1）
は由井，Ⅵは共同で執筆した。図 1～14・表 3・4・6・17
～23・資料 3は衣川，表 1・2・11～16・24～31は山崎，
表 5・7～10・資料 2は由井が担当した。
注
１）「3コードで OK なるほどかんたん！リズム曲集」
（2015）サーベル社
２）「どこからはじめても OK なるほど！バイエル 1」
（2009）サーベル社
「＃・♭だって OK なるほど！バイエル 2」（2009）サ
ーベル社
３）「どんな表現も OK なるほど！大人のブルグミュラー
25」（2012）サーベル社
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